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『
調
剤
医
療
費
』 

こ
の
国
の
医
療
費
は
、
年
々
、
膨
張
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
（
十
六

年
度
）
の
概
算
で
は
四
十
一
兆
三
千
億
円
と
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
数
字
が
並
び
ま

す
。
そ
し
て
今
後
も
医
療
費
が
減
少
す
る
傾
向
は
あ
ま
り
見
え
て
き
ま
せ
ん
。 

要
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
人
口
の
高
齢
化
。
そ
し
て
医
療
技
術
の
高
度

化
も
加
わ
り
ま
す
。
さ
ら
に
薬
価
の
高
騰
な
ど
な
ど
。
医
療
技
術
の
高
度
化
に
合
わ

せ
た
医
療
機
器
な
ど
の
開
発
発
展
や
、
オ
プ
ジ
ー
ボ
（
が
ん
免
疫
薬
）
な
ど
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
な
高
度
な
医
療
薬
の
開
発
は
医
療
界
に
と
っ
て
は
喜
ば
し
い
限
り
で
す

が
、
こ
の
こ
と
が
医
療
費
の
膨
張
に
一
役
買
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
厚
労
省
も
痛
し

か
ゆ
し
で
す
よ
ね
。 

さ
て
来
年
度
（
十
八
年
度
）
は
、
六
年
ぶ
り
に
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
診
療
報
酬
・

介
護
報
酬
の
同
時
改
定
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
こ
数
年
、
何
を
や
っ
て
も
医
療
費
削
減

が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
厚
労
省
も
大
変
で
す
。
財
務
省
か
ら
は
医
療
費
本
体
の
大

幅
削
減
を
求
め
ら
れ
、
日
本
医
師
会
か
ら
は
削
減
ど
こ
ろ
か
本
体
へ
の
増
額
を
求
め

ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
あ
ち
ら
立
て
れ
ば
こ
ち
ら
が
立
た
ず
、
で
結
局
本
体
は
〇
．

二
％
程
度
の
増
額
で
、
医
薬
品
を
含
む
調
剤
医
療
費
を
二
％
削
減
す
る
と
い
う
折
衷

案
に
落
ち
着
き
そ
う
な
の
で
す
が
…
。 

で
は
、
二
％
削
減
目
標
の
調
剤
医
療
費
っ
て
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。
簡
単
に
言
え
ば

調
剤
薬
局
に
支
払
わ
れ
る
診
療
報
酬
の
こ
と
で
す
。
最
近
で
は
院
外
薬
局
、
そ
れ
も

病
院
の
門
前
に
あ
る
い
わ
ゆ
る
門
前
薬
局
が
殆
ど
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
ま
で
門

前
薬
局
が
増
え
続
け
る
原
因
は
、
厚
労
省
が
打
ち
出
し
た
医
薬
分
業
（
診
療
を
行
う

場
所
と
調
剤
を
す
る
場
所
を
分
け
る
）
と
い
う
、
訳
の
わ
か
ら
な
い
政
策
に
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
調
剤
報
酬
は
院
内
薬
局
の
実
に
三
倍
に
も
な
る
と
い
う

の
で
す
か
ら
猫
も
シ
ャ
ク
シ
も
と
な
る
わ
け
で
す
。 

本
来
、
厚
労
省
が
目
指
し
た
調
剤
薬
局
と
は
、
薬
剤
師
が
国
民
の
健
康
管
理
を
身
近

で
支
え
、
薬
剤
師
が
国
民
に
寄
り
添
う
と
い
っ
た
そ
ん
な
薬
局
、
い
わ
ゆ
る
「
か
か
り

つ
け
薬
局
」
を
目
指
し
た
は
ず
な
の
で
す
。
一
般
的
に
薬
剤
師
の
業
務
は
調
剤
の
印

象
が
強
い
で
す
が
、
服
薬
指
導
や
薬
歴
管
理
な
ど
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
の
で
す
。 

と
こ
ろ
が
大
方
の
門
前
薬
局
で
は
「
大
病
院
の
一
時
間
待
ち
の
三
分
診
療
」
と
大
差

は
な
く
、
大
学
病
院
な
ど
の
門
前
薬
局
で
は
「
一
時
間
以
上
待
た
さ
れ
る
」
こ
と
も

ざ
ら
。
こ
ん
な
門
前
薬
局
に
「
か
か
り
つ
け
薬
局
」
の
役
目
を
負
わ
せ
る
こ
と
自
体

が
無
理
で
す
し
、
患
者
さ
ん
自
身
が
門
前
薬
局
以
外
に
薬
を
受
け
取
る
薬
局
を
一
つ

に
決
め
て
い
な
い
の
が
実
情
な
の
で
す
。
こ
れ
で
は
厚
労
省
の
目
指
す
「
か
か
り
つ

け
薬
局
」
も
費
用
ば
か
り
か
か
っ
て
し
ま
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
絵
に
描
い
た
餅
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。 

「
か
か
り
つ
け
薬
局
」
が
地
域
に
浸
透
し
、
薬
剤
師
に
よ
る
服
薬
指
導
や
薬
歴
管
理

が
き
ち
ん
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
薬
の
飲
み
残
し
な
ど
の
減
少
で
、
二
十
九
億
円
も

の
医
療
費
が
削
減
さ
れ
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
多
く
の
病
院
で
使
用
さ
れ
て
い
る
液
体
の
薬
。
一
本
の
瓶
ご
と
に
販
売
さ
れ

る
も
の
で
す
か
ら
、
患
者
さ
ん
に
よ
っ
て
は
全
部
打
た
ず
に
余
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

結
構
あ
る
ん
で
す
よ
。
当
然
、
こ
の
残
薬
は
廃
棄
さ
れ
ま
す
。
抗
が
ん
剤
な
ど
の
高

額
な
薬
で
さ
え
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

こ
う
し
て
廃
棄
さ
れ
た
残
薬
の
費
用
は
一
年
間
で 

一
千
億
円
に
も
の
ぼ
る
そ
う
で
す
。 

医
療
を
受
け
る
患
者
さ
ん
も
、
薬
を
使
う
医
療
側 

も
、
こ
ん
な
無
駄
が
公
然
と
行
わ
れ
て
い
る
こ
と 

を
知
っ
て
お
く
べ
き
だ
と
思
う
の
で
す
。 

医
師 

沢
田 

實 

事
務
屋
の
独
り
言 

常
務
理
事 

事
務
局
長 

 
 
 
 
 
 
 

瓦
井 
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『
一
本
の
映
画
か
ら
』 

た
っ
た
一
本
の
映
画
が
、
そ
の
人
の
人
生
を
決
定
す
る
こ
と
が
あ
る
。 

  

福
岡
の
と
あ
る
映
画
館
で
見
た
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
映
画
『A

 
H
a
r
d
 
D
a
y

‘s 
N
ight 

ビ
ー
ト
ル
ズ
が
や
っ
て
く
る
、
ヤ
ア
、
ヤ
ア
、
ヤ
ア
！
』 

衝
撃
を
受
け
た
若
者
は
音
楽
の
道
へ 

歌
を
作
り
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
唄
い
出
す
（
西
南
学
院
大
学
）「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
結
成 

一
人
で
東
京
に
売
り
込
み
に
出
か
け 

翌
年
メ
ン
バ
ー
を
引
き
連
れ
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
デ
ビ
ュ
ー 

本
格
的
に
音
楽
活
動
を
開
始 

 

最
初
の
二
曲
が
売
れ
ず
、
三
曲
目
に
浮
沈
を
賭
け 

一
九
七
三
年
『
心
の
旅
』
が
シ
ン
グ
ル
八
十
七
万
枚
の
ビ
ッ
グ
ヒ
ッ
ト
に 

 
 

成
功
へ
の
道
を
ま
っ
し
ぐ
ら
に
突
っ
走
る 

十
七
年
目
で
解
散
す
る
が
、
そ
の
後
一
九
九
七
年
再
結
成 

二
〇
一
三
年
に
は
四
十
周
年
目
を
迎
え
る
ま
で
に 

財
津
和
夫
六
十
九
歳 
夢
の
よ
う
な
人
生 

 

『
青
春
の
影
』
『
銀
の
指
輪
』
一
九
七
四
、
『
サ
ボ
テ
ン
の
花
』
一
九
七
五
、『
虹
と
ス

ニ
ー
カ
ー
の
頃
』
一
九
七
九
。 

メ
ン
バ
ー
の
一
人
、
ギ
タ
リ
ス
ト
の
安
部
俊
幸
は
三
年
前
の
二
〇
一
四
年
、
六
十
四
歳

で
死
去
し
て
い
る
。 

「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
と
い
う
音
楽
グ
ル
ー
プ
は
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
影
響
が
あ
っ
て
生
ま

れ
た
。（
若
い
人
も
ビ
ー
ト
ル
ズ
と
い
う
名
前
ぐ
ら
い
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。

メ
ン
バ
ー
は
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
、
ポ
ー
ル
・
マ
ッ
カ
ー
ト
ニ
ー
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
リ
ス

ン
、
リ
ン
ゴ
・
ス
タ
ー
。
ヒ
ッ
ト
曲
「
イ
エ
ス
タ
デ
イ
」
や
「L

e
t
 
It
 
B
e

」
な
ど
は

有
名
）
ビ
ー
ト
ル
ズ
と
い
う
存
在
が
な
け
れ
ば
「
心
の
旅
」
も
「
青
春
の
影
」
も
「
サ

ボ
テ
ン
の
花
」
も
生
ま
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。 

こ
の
時
代
、
九
州
で
は
大
分
か
ら
南
こ
う
せ
つ
、
伊
勢
正
三
ら
の
「
か
ぐ
や
姫
」、
福

岡
か
ら
は
武
田
鉄
矢
ら
の
「
海
援
隊
」
、
井
上
陽
水
、
長
崎
か
ら
は
、
さ
だ
ま
さ
し
ら

の
「
グ
レ
ー
プ
」
が
、
関
西
方
面
で
は
、
広
島
か
ら
吉
田
拓
郎
、
兵
庫
か
ら
「
翼
を
く

だ
さ
い
」「
竹
田
の
子
守
歌
」
な
ど
の
名
曲
で
知
ら
れ
る
伝
説
の
フ
ォ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
：

後
藤
悦
二
郎
・
平
山
泰
代
・
山
本
俊
彦
・
新
居
潤
子
・
大
川
茂
ら
の
「
赤
い
鳥
」、
京

都
か
ら
フ
ォ
ー
ク
の
大
御
所
：
加
藤
和
彦
、
北
山
修
、
は
し
だ
の
り
ひ
こ
ら
の
「
フ
ォ

ー
ク
・
ク
ル
セ
ダ
ー
ズ
」
、
ば
ん
ば
ひ
ろ
ふ
み
ら
の
「
バ
ン
バ
ン
」、
大
阪
で
は
西
岡
た

か
し
ら
の
「
五
つ
の
赤
い
風
船
」
が
現
れ
、
東
京
で
は
荒
井
（
松
任
谷
）
由
実
や
小
椋

桂
が
独
自
の
世
界
を
見
せ
た
。
神
奈
川
か
ら
は
小
田
和
正
ら
の
「
オ
フ
コ
ー
ス
」
が
加

わ
り
、
北
海
道
で
は
中
島
み
ゆ
き
が
「
時
代
」
を
駆
け
ぬ
け
た
。
岩
手
か
ら
は
独
自
の

さ
わ
や
か
な
歯
切
れ
の
い
い
音
楽
で
大
瀧
詠
一
が
登
場
、
と
続
い
て
い
た
。 

ま
さ
に
フ
ォ
ー
ク
・
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
の
黄
金
時
代
で
も
あ
っ
た
。 

歌
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
映
し
出
す
鏡
の
よ
う
な
存
在
だ
。
誰
に
と
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
時
代
を
生
き
た
人
々
の
大
切
な
宝
物
で
あ
り
貴
重
な
財
産
で
も
あ
る
。 

夢
の
よ
う
な
人
生
、
劇
的
な
人
生
、
幸
福
な
人
生
、
苦
難
に
満
ち
た
人
生
、
平
凡
な
人

生
…
ど
の
時
代
の
、
ど
ん
な
人
生
で
あ
っ
て
も
決
し
て
平
坦
な
人
生
な
ど
な
い
だ
ろ

う
。
平
凡
と
思
わ
れ
る
日
々
の
中
に
ど
れ
だ
け
の
辛
苦
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
。
ど

ん
な
人
の
ど
ん
な
人
生
で
あ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
尊
く
、
輝
か
し
く
、
貴
重
な
、
意
味
の

あ
る
人
生
な
の
だ
と
思
う
。 

そ
の
人
生
の
晩
年
に
認
知
症
に
な
る
人
が
増
え
て
い
る
。
家
族
の
精
神
的
苦
悩
は
如
何

ほ
ど
か
。
病
院
で
日
々
認
知
症
の
患
者
さ
ん
と
向
き
合
う
中
で
、
そ
ん
な
大
先
輩
た
ち

の
往
年
を
想
像
し
な
が
ら
、
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。 

    

 

 

１病棟 介護福祉士 

     折居 きよ子 

入職して１１年経ち、定年を迎える事になりました。心に残っている患者さんとのエピソードを書い
てみました。 
トイレの場所が認知できずどこの部屋にも入って壁・床頭台・廊下などに放尿する患者さんが時折い
ますが、私達は清拭セットと消毒液を持って駆け回っていました。排泄パターンを把握してトイレに
誘導し成功した時は、達成感と嬉しさがありました。 

食事摂取出来ない状態で入院してきた患者さんが、入院後徐々に食べられるようになる事はしばしば
です。ホールでの食事は周囲を見て食欲が湧くのでしょうか…何がきっかけかはそれぞれとは思いま
すが、それを聞いたご家族が喜んでくれるのがとても嬉しかったです。 

今まで拘束や抑制されていた方が当院に来て自由に動ける事をご家族はとても喜んでくれます。です
が無理な歩行による転倒の危険、布団や枕を私物と勘違いして職員に渡さないなど、難しい判断を迫
られる事もありました。 

当院オープンから勤めてきましたが、職員目線での意見を述べさせて頂き、多少なりと 

も院内の改革に携われたのではないかと思います。これからもより良い方向へと変わっ 

ていける病院であり続けてほしいと願いつつ、ここまで働かせて頂けた事に感謝します。 

ありがとうございました。 

 

 

 

 

病
院
に
来
て
も
う
す
ぐ
２
か
月
。 

ご
は
ん
モ
リ
モ
リ
食
べ
て
、
一
回
り
体
も
大
き
く
な
り
ま

し
た

 

近
頃
『
お
す
わ
り
』
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
、
え
ら
い

で
し
ょ
┷ 

で
も
『
待
て
』
が
難
し
い
の
└
誰
か
待
ち
方
教
え
て
～
！ 

『定年を迎えて』 

http://www/


 

 

 

 

 

 
食欲の秋が過ぎカゼやインフルエンザの流行する季節になりました。そこで

その流行に乗らないために、まずはインフルエンザの予防接種。外出後など

必要時の正しい手洗いやマスクの着用、人混みへの外出を控える。そして栄

養や休養に配慮して体力や抵抗力を高める事が大切です。 

きちんと食事をしても栄養バランスが悪くビタミンやミネラルが不足して

いると、体調不良の原因となります。野菜に含まれるほとんどの栄養素は収

穫した時点からどんどん減少していきます。切り方や保存方法でも減少は加

速するため、栄養ロスが９割を超える事も少なくないとか。野菜は繊維に沿

って切ることが大切で、縦切りを心掛けると栄養の損失が抑えられます。切

った後アクや辛味などのクセを取り除くため水に晒す事がありますがアク

や辛味と一緒に水溶性の栄養素も流れ出てしまいます。アク抜きには塩を振

って１０分ほど置き軽く水洗いすると良いそうです。他には…人参は乱切り

し、ゴボウは大きく切る。ブロッコリーは茹でる前に５分 

放置し、ニラは根元をみじん切りにする…などで栄養を捨 

てないで済むそうです。栄養素を効果的に摂取して、流行 

を跳ね返せる体を作りましょう。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

１病棟 介護員 

高橋
たかはし

 麻紀
ま き

 
星 座：おうし座 

血液型：O型 

趣 味：お出かけ 

（だけど今はインドア中心） 

３病棟 看護師 

     渡邉 ルミ子 

医療福祉相談室 

    江原 佳世子 

 

日本に来て２６年経ちました。日本に来る前は、タイで見ていた日本のア

ニメ『一休さん』や『忍者ハットリくん』の影響もあり、日本人はちょん

まげに着物姿でいると思っていたので、来てみてちょっとビックリです。 

この仕事に就いて１５年近く経ちますが、まだまだ毎日が勉強で、職場の

皆さんに日々支えられています。 

昨年はいろいろな事がありましたが、子供も無事に巣立ちました。私もま

だまだ頑張っていきたいと思います。 

 

 

 

◆ピアノコンサート  

２日（土） １４：００～ 各病棟デイルームにて 

 西川 潤子さんによる優しい音色をお楽しみ下さい♪ 

 

◆キャンドルサービス  

２５日（月）１６：３０～  

ナイチンゲール誓詞を唱和し誓いを立てた職員がキャンドル
を持って、ちびっ子サンタ達と共に各病棟をまわります☆ 

 

◆誕生日会  

１４：００～ 各病棟デイルームにて 

 １病棟：２２日（金） 

 ２病棟：１１日（月） 

 ３病棟：１３日（水） 

 

  

師走を迎え、年賀状の準備などで家族・親戚・恩師・友人に思いを巡らせ

る季節となりました。皆さんは「ファミリーヒストリー」というテレビの

ドキュメンタリー番組をご存知ですか？ 内容は、家族の歴史をたどり、

家族の絆を見つめていくというものです。一人の人生が、家族の人生と重

なって、巡り合った人々の人生とも重なって進んでいきます。 

人は必ず誰かと関わり合いながら生きていくわけですが、その中で家族は

一番近くにいるとても尊い存在だと思います。奇跡のような命のリレーが

繰り返されて、現代の私たちがいるのですよね。 

当院の患者さんの平均年齢は８３歳。様々な経験をされてきた人生の大先

輩方です。そして、患者さんお一人お一人にそれぞれ大切なご家族がいら

っしゃいます。患者さんとご家族の皆様にとって、 

当院で過ごす日々が穏やかなものであるようにお 

手伝いしていけたらと思っています。 

何かございましたら、いつでもお声をかけて 

下さい。 

 

 

 

10 月中旬に、恒例秋のバスハイクに行

ってきました！ 

今回は初の試み、２つの病棟合同です。 

見慣れない顔に「あなたは何階なの？私

は２階よ」など、患者さん達も新鮮な様

子でした。 

色づき始めた木々を見て「もう秋ね」 

「風が気持ちいいね」いつもと違う景色

に笑顔が溢れました☆ 

待ってました～！「デコボコ一座」の皆

さんによる爆笑演芸ステージの始まり

始まり～。 

笑って笑って涙して。たくさんの元気を

もらいました！ 

あっという間の１時間。また来年も楽し

みですね☺ 

『喫茶セントノア』にようこそ☆ 

パイにケーキにババロアにたい焼き。アイ

スにスイートポテトもありますよ！ 

甘～いおやつが大集合。一番人気はアイス

でした。 

皆さん食べるのが早いこと早いこと！ 

やっぱり甘いものはいいですね。 

大満足なおやつパーティーでした🎶 


